
持続可能な開発に関する世界首脳会
議のための実施計画 （２００２）

• 予防的取組方法に留意しつつ、透明性のあ
る科学的根拠に基づくリスク評価手順と科学
的根拠に基づくリスク管理手順を用いて、化
学物質が、人の健康と環境にもたらす著しい
悪影響を最小化する方法で使用、生産される
ことを２０２０年までに達成することを目指す。

• ２００５年までにSAICMを策定


